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ヒマラヤの植物から学んだこと 木場英久(学芸員)

地域によって風俗や習慣などが変わる

ことを「ところ変われば品変わる」とい

いますが、地域によって変わるのは縞物

もまた同じです。ヒマラヤは日本から

3，OOOkm以上も離れています。私はこれま
でヒマラヤの現地調査に参加したり、標本

を見たりする機会がありまして、日本の植

物だけを見ていても、たぶんわからなかっ

たと思うような経験をしました。以下に

は、ヒマラヤの植物から学んだととなどを

ふたつ紹介したいと思います。

コフナグサの突起

秋に花を咲かせるコブナグサという植

物をご存知でしょうか。田んぼのlIi半など

の少し湿った場所に、這うように生える

イネ科植物です。イネ科にしては少し幅

の広い葉の形を魚のフナに見たてて小鮒

草というそ うです(図 l左)。

コブ?ナグサの小穂、の脇には小さい刺のよ

うな先日があります(図1右写真の矢印)。

乙れは隣に着いていた小穂、の柄が退化した

痕跡だと説明されています。たとえば、北

村四郎ほか著 『原色日本植物図鑑革本編

皿j(保育社)には「小穂は元来対をなすが、

有柄小穂が退化して僅かに短しミ刺だけ残る

ため、 無柄小穏だけ単生するように見え

る」と書いてあります。イネ科の勉強を始

めたばかりのころ、初めてこの説明を読ん

だときには、「どう して 『元来』の形がわか

コブナグサ

、
， ー、

、
， ー、

， 
t 、，-

ススキの花序をルーペで見ると左上のようになっています。車Isの上に「柄のある小穂J
(a)と「板のなL川、穂J(b)がぺアを作っていて、「柄のある小穂」は左右交互に出てLミ
ます。メリケンカルカヤでは、「柄のある小穂」が退化して、柄だけ (c)になっていま

す。そして、コブナグサでは、乙の柄が短く なって [刺のような突起J(ct)になってい
ると解釈されるのです。乙れらはみなイネ科キビ亜科のヒメアブラススキ連に属する植

物です。(メリケンカルカヤとコブナグサの線画は佐藤恭子商)

図1.日本のコブナグサ
図2.ヒマラヤのコブナグサ属植物. 左 :比較的長い柄(矢印)

があるコブナグサArthraxonh句idus(インド，シッキム州産)，右:
Artl".axon hispidus左.全体

(佐藤恭子画).右 目小穂.
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柄のある小穂が退化していないA.lanceolt山町(ネパール産，東京

大学総合研究博物館所蔵) • a:柄のある小穂， b:花序の中軸
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図3.アマドコロ属植物にみられる多様な葉序左 ナルコユリ Polygo削 t"11Ifolca印 111，中:対生するPoppositifoliu11I (ネパール産)，右.輪

生する Pci川すらli"m(ブータン産).中と右は東京大学総合研究博物館所蔵

るのか。この小さな発起からどうやって退

化した小穂、を思い浮かべることができるの

か」と疑問に思いました。

この突飛とも思われる解釈も、日本で見

られる近縁な植物と比べてみると、なんと

か納得することができます(左記コラム参

照。3種の聞にセイパンモロコシやウシク

サを入れると、さらに途中の段階が見られ

て、理解しやすいことと思います)。

コブナグサという種は広い分布域をもっ

種で、ブータンやシッキムなど、ヒマラヤ

東部にまで分布しています。さらに、コブ

ナグサは種の中にたくさんの変積や品種が

記載されるくらい種内変異の大きい種で、

小穂の大きさや、在の有無などが大きく変

化します。そして、ヒマラヤの方に行くと

日本ではルーぺでは見えないような小さい

「刺のような突起」が長くなる傾向があり、

2mmを越えることもあります(図2左)。

コブナグサ属の植物は日本にはコブナグ

サl種しかありませんが、世界に 10種があ

り、ヒマラヤには、そのほとんどの種が分布

しています。その中には、柄のある小穂が完

全に残っている種もあります(図2右)。コ

ブナグサ属の祖先が他の属との共通祖先か

ら分かれたときには、ススキのように小穏

がぺアを組んでいたと考えられます。

ヒマラヤに祖先の特徴をもったコブナグ

サ属植物が生き残っていたので、コラムに

書いたような胎絞を同属や同種の植物です

ることができ、より相向性がわかりやす

く、「刺のような突起」の由来を知ること

ができたのです。

もしもヒマラヤを歩く機会があったら、

道端のコブナグサをつまんでルーペで見て

みてください。きっと通な楽しみ方ができ

るでしょう。

アマドコ口属の葉序

アマドコロ属(ナルコユリ属)はユリ科の

多年草で、北半球の渦i帯に約40種が分布し

ています。関東の人里で普通に見られる種

としては、ナルコユリ(図3左)やアマドコ

ロなどの種があります。この仲間は斜めに

立った茎に、葉を左右に交互につけにのよ

うな葉のつき方を互生といいます)、葉の服

から柄を出して花を垂らしています。

野草の好きな方にとっては、アマドコロ

とナルコユリを見分けるのは入門中の入門

かもしれませんが、私が植物の名を覚え始

めた大学生のころ、この2種を並べて、よ

く似た1倒勿があるものだと思いました。ア
マドコロの方が茎に殺があり、葉が丸いの

ですが、物覚えが惑い私はナルコユリは茎

がなめらかで、葉の|幅がナロ-(nallow狭

Lミ)なんていう語呂合わせを作って記憶し

ていました。

ところが、この属の多様性の中心である

ヒマラヤの辺りには、対生(茎の同じ高さの

ところに2枚の葉がつく)や、それどころか

輪生(同じく 3枚以上つく)の種があります

(図3中，右)。初めて輪生のアマドコロ属植

物を見たときには、いったいどの属の植物

かすらわかりませんでした。それというの

も、この属の植物は日本には約10種がある

のですが、それらはみな葉を互生していま

す。日本のユリ科全体を見渡しでも互生や

茎が短く根生するものが多く、輸生するも
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のもクロユリやクルマユリ、ツクパネソウ、

エンレイソウの仲間にありますが、茎の先

端に花序をつけるものばかりで、葉の脇に

花をつけるものはありません。ユリ不|の楳

本棚の端から}I慎に見て行き、やっとのこと

で名前をつけたときには、「なんて変わった

1制勿だろう」と思いました。
輪生の種はなぜかこの属の分布の中心の

近くに分布しています (1種だけヨーロッ

パに分布しています)。日本まで分布を広

げてたどり着けたのは、アマドコロ属の多

様な変異のうちの互生するものだけだった

わけです。

私は輪生するアマドコロ属の植物Jを見て

「変わっている」と思ってしまったのです

が、より公平な立場から言えば日本のアマ

ドコロ属が偏っていたのです。よほど博識

な人が見慣れないものに出会ったのなら

ば、「変わっている」という妥当な判断がで

きるのかもしれませんが、私はそんな人だ

とは思っていません。自分の知らないこと

に出会ったときに、「変わっているJと思う
ことがいかに尊大な態度であるかを思い知

らされたできごとでした。

このように日本の植物だけを見ていても

わからないことが、海外の植物を見ること

によってわかるような場合があります。広

Lミ視野を持つことは何をするにも大事で

す。それに加えて、日本の植物の下地も必

要です。身近な自然を見て、いろいろなこ

とを考えておくこともまた大切です。そう

しておくと、遠くの固に行ったときによ

り楽しい思いができると思います。


